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平成２６年７月３１日 

各 位 

 

                     会 社 名  星 光 Ｐ Ｍ Ｃ 株 式 会 社               

                   代 表 者 名  代表取締役社長 滝沢 智 

（コード番号 4963 東証一部） 

                問 合 せ 先  専務取締役管理本部長 伊佐木 融 

                         （TEL．０３－６２０２－７３３１） 

                

 

特別利益（負ののれん発生益）の計上及び特別損失（減損損失）の計上 

並びに業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 
 当社は、平成 26年 12月期第２四半期において、負ののれん発生益の計上及び減損損失の計上を
行うことといたしましたので、下記の通りお知らせいたします。また、平成 26年２月 12日に公表
いたしました第２四半期連結累計期間及び通期連結業績予想を修正することを合わせてお知らせ
いたします。 
 

記 

 

１．負ののれん発生益の計上について 

平成 26 年４月１日に、興人フィルム＆ケミカルズ株式会社の化成品事業を会社分割により継承

したＫＪケミカルズ株式会社の発行済み株式の 90％を取得し子会社化しました。「企業結合に関す

る会計基準」に基づき、平成 26 年 12月期第２四半期において３７０百万円の特別利益（負ののれ

ん発生益）を計上する見込みとなりました。 

 

２．固定資産の減損損失の計上について 

「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき、平成 26年 12月期第２四半期において当社中国子

会社（星光精細化工（張家港）有限公司）が保有している固定資産につき減損処理を行い、６９９

百万円を特別損失（減損損失）に計上する見込みとなりました。星光精細化工（張家港）有限公司

は、平成 17 年４月に現地生産子会社として設立以来前平成 25 年 12 月期まで赤字決算が続いてお

りますが、目下、事業の抜本的見直しにより早期の黒字化を目指しております。 
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３．平成 26年 12月期第２四半期連結業績予想数値の修正 
（平成26年１月１日～平成26年６月30日）              （単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 
四半期純利

益 

１株当たり
四半期純利
益（円） 

前 回 発 表 予 想（Ａ） １２,２３０    ３９０ ４３０ ２００ ６.６０ 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） １１,５０４    １２２    １２４ △２６５ △８.７４ 

増  減  額（Ｂ－Ａ） △７２６  △２６８  △３０６ △４６５  

増  減  率（％） △５.９ △６８.７ △７１.２ ―  

（ご参考）（注） 
前期第２四半期実績（平成
25年 12月期第２四半期） 

１０，６１６   ５１７     ６７２ ４５８ １５.１４ 

（注）平成 25 年 12 月期第２四半期実績は決算期変更のため平成 25年４月より平成 25年９月ま
での実績となっております。 

 
４．平成 26 年 12月期通期連結業績予想数値の修正 
（平成 26年１月１日～平成 26年 12月 31日）              （単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益
（円） 

前 回 発 表 予 想（Ａ） ２６，１６０  １,１００ １,１８０ ７３０ ２４.０７ 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） ２４，２７０   ４００ ４４０ △６０ △２.０ 

増  減  額（Ｂ－Ａ） △１，８９０  △７００ △７４０ △７９０  

増  減  率（％） △７.２  △６３.６ △６２.７ ―  

（ご参考）（注） 
前期実績（平成 25 年 12 月
期） 

１６，７５０    ６５６ ９２３ ６２７ ２０.７０ 

（注）平成 25 年 12 月期実績は決算期変更のため平成 25 年４月より平成 25 年 12 月までの９カ

月の実績となっております。 

 

５．修正の理由 

（１）平成 26 年 12月期第２四半期連結業績予想 

国内売上高が予想値を下回ったことに加え、中国事業の損失の影響もあり、営業利益及び経

常利益が減少いたしました。加えて、上記１．及び２．に記載いたしました通り特別利益（負

ののれん発生益）３７０百万円の計上を上回る特別損失（減損損失）６９９百万円の計上に

より四半期純利益が減少いたしました。 

 

（２）平成 26年 12月期通期連結業績予想 

   平成 26年 12月期第２四半期連結業績予想の修正に加え、第３四半期以降の連結業績見込み

の見直しを行った結果、売上高、営業利益、経常利益及び当期純利益が減少いたしました。 

 

６．配当について 

   平成 26年 12月期の第２四半期末及び期末配当につきましてはそれぞれ６円を予定通り実施

する予定であります。 

 

※上記予想は現時点で入手可能な情報に基づき、当社が判断したものであり、実際の業績等は様々

な要因によって予想数値と異なる可能性があります。   

以  上 


